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1. 平成30年3月期第1四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する四半期純利

益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第1四半期 16,028 4.3 3,918 11.6 2,613 △1.6
29年3月期第1四半期 15,372 5.5 3,510 23.3 2,655 △57.7

（注）包括利益 30年3月期第1四半期　　2,853百万円 （1.8％） 29年3月期第1四半期　　2,803百万円 （△51.9％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第1四半期 69.05 68.69
29年3月期第1四半期 69.76 69.46

(2) 連結財政状態
総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年3月期第1四半期 2,282,505 112,037 4.8
29年3月期 2,253,518 110,988 4.8
（参考）自己資本 30年3月期第1四半期 110,363百万円 29年3月期 108,288百万円

2. 配当の状況
年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 17.50 ― 17.50 35.00
30年3月期 ―
30年3月期（予想） 17.50 ― 17.50 35.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益
1株当たり当
期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 30,000 0.2 5,000 △12.8 3,400 △18.1 89.36
通期 58,500 △3.7 8,500 △12.5 5,800 △10.7 152.06

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無
新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）
① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期1Q 38,508,470 株 29年3月期 38,508,470 株
② 期末自己株式数 30年3月期1Q 776,479 株 29年3月期 409,967 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期1Q 37,854,113 株 29年3月期1Q 38,071,065 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

（1） 連結経営成績に関する定性的情報 

平成 30年３月期第１四半期連結累計期間（平成 29年４月１日から平成 29年６月 30日まで）の国内

経済は、設備投資および輸出が持ち直し、企業収益が改善を続け、さらには個人消費が緩やかな持ち直

しへと転じるなど、緩やかな回復基調が続きました。 

 沖縄県経済は、建設が企業の強い設備投資マインドに支えられ概ね好調に推移し、入域観光客数の増

勢が続く観光が好調を維持し、雇用・賃金環境の着実な改善を背景に個人消費も好調に推移したことか

ら、拡大の動きを続けました。 

このような環境のもと、当行グループの当第１四半期連結累計期間の業績は以下のとおりとなりまし

た。 

経常収益は、株式等売却益の増加や、リース業における売上増加に伴うその他業務収益の増加等によ

り前年同期比 6 億 55百万円増加の 160 億 28 百万円となりました。 

一方、経常費用はリース業における売上増加に伴うその他業務費用の増加等により前年同期比 2 億 48

百万円増加の 121 億 9 百万円となりました。 

この結果、経常利益は前年同期比 4 億 7百万円増加の 39億 18 百万円となりました。親会社株主に帰

属する四半期純利益は、前年同期比 41 百万円減少の 26 億 13 百万円となりました。 

 

（2） 連結財政状態に関する定性的情報 

財政状態について、当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比 289 億 87 百万円

増加の 2 兆 2,825 億 5 百万円となりました。純資産は、利益剰余金の増加等により前連結会計年度末比

10億 48 百万円増加の 1,120 億 37 百万円となりました。 

主要勘定としては、預金等（譲渡性預金を含む）は個人預金が退職金や年金、賞与資金等の受入など

で好調に推移したことから、前連結会計年度末比 399 億 33 百万円増加の 2兆 777 億 56 百万円となりま

した。貸出金は、個人向けは住宅ローンやアパートローンを中心に引き続き好調に推移しましたが、法

人向けが工事運転資金貸出の減少等例年の季節的な要因により減少し、前連結会計年度末比 40億 96 百

万円減少の 1 兆 5,070 億 23 百万円となりました。有価証券は債券の売却等により前連結会計年度末比

222 億 38 百万円減少の 4,023 億 30 百万円となりました。 

 
（3） 連結業績予想に関する定性的情報 

当行の収益状況および事業環境を踏まえた結果、平成 30 年３月期第２四半期及び平成 30年３月期通

期の連結業績予想を修正しております。詳細につきましては、本日公表の「業績予想の修正に関するお

知らせ」をご参照ください。 
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（３） 継続企業の前提に関する注記 

該当ありません。 
 

（４） 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当ありません。 
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平成30年３月期　第１四半期財務・業績の概況説明資料

１．損益の概況【単体】
（1）概況

（単位:百万円）

平成30年3月期 平成29年3月期 平成30年3月期
第１四半期 第１四半期 通期予想
(3カ月累計) 前年同期比 (3カ月累計) (12カ月累計)

(A) (A)-(B) (B)

1 11,190        279          10,911        39,500        

2 8,284         △298        8,582         

3 7,382         206          7,176         

4 519           △91         610           

5 382           △413        795           

6 5,919         △5          5,924         

7 2,665         18           2,647         

8 2,777         △78         2,855         

9 476           56           420           

10 2,365         △293        2,658         6,300         

11 2,054         112          1,942         

12 2,365         △293        2,658         6,300         

うち 国債等債券損益（５勘定尻） 13 310           △406        716           

14 1,123         711          412           

うち 株 式 等 損 益 （ ３ 勘 定 尻 ） 15 795           990          △195         

うち 不 良 債 権 処 理 額 16 3             △66         69            

うち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益 17 56            △403        459           

う ち 一 般 貸 倒 引 当 金 18 150           △107        257           

う ち 個 別 貸 倒 引 当 金 19 △93          △294        201           

うち 償 却 債 権 取 立 益 20 172           △29         201           

21 3,488         417          3,071         7,500         

22 △2           △2          △0           

23 3,486         416          3,070         

24 775           419          356           

25 232           △88         320           

26 1,007         331          676           

27 2,478         85           2,393         5,000         

28 △225         366          △591         

※ 「コア業務純益」は、一般貸倒引当金繰入および国債等債券損益（5勘定尻）を除く業務純益。

人 件 費

物 件 費

税 金

経 常 収 益

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ）

業 務 粗 利 益

資 金 利 益

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

法 人 税 等 合 計

臨 時 損 益

業 務 純 益 ( 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 前 )

コ ア 業 務 純 益 ※

業 務 純 益

経 常 利 益

特 別 損 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

ネ ッ ト 与 信 費 用 （ 16 － 17 － 20 ）

税 引 前 四 半 期 純 利 益

四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益

４期連続の増収増益（経常利益ベース）
実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前業務純益）は、資金利益が増加したものの、国債等債券損益の減
少等により業務粗利益が前年同期より2億98百万円減少したことから、前年同期を2億93百万円下回る23
億65百万円となりました。
　ネット与信費用は、不良債権処理額は減少したものの貸倒引当金戻入益の減少等により、前年同期を3
億66百万円上回りました。
　株式損益はETF売却益を主因に前年同期を9億90百万円上回りました。
　以上の結果、経常利益は前年同期を4億17百万円上回る34億88百万円、四半期純利益は、前年同期を85
百万円上回る24億78百万円となりました。
　なお、当第１四半期累計期間の収益状況および事業環境を踏まえた結果、平成30年３月期第２四半期
及び平成30年３月期通期業績予想を修正しております。詳細につきましては、本日公表の「業績予想の
修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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（2）実質業務純益

（3）有価証券関係損益

（4）ネット与信費用
※

　　※「ネット与信費用」は、一般貸倒引当金繰入を含む不良債権処理額から貸倒引当金戻入益および償却債権取立益を

       差し引いたもの。

（5）四半期純利益

実質業務純益は資金利益が増加したものの、国債等債券損益（５勘定尻）の減少等により前
年同期を2億93百万円下回る23億65百万円となりました。

以上の結果、経常利益は前年同期を4億17百万円上回る34億88百万円となり、四半期純利益は前年
同期を85百万円上回る24億78百万円となりました。

ネット与信費用は、貸倒引当金戻入益の減少により前年同期を3億66百万円上回る△2億25百万円
となりました。（戻入益の減少）

株式等関係損益（3勘定尻）は、株式等売却益が増加したことなどから前年同期を9億90百万円上回
る7億95百万円となりました。

役務取引等利益は、個人向けローンが好調に推移し、ローン保証料の支払いが増加したことなどか
ら前年同期を91百万円下回りました。

有価証券利息配当金は、平残は減少しましたが、受取配当金の増加により前年同期を1億38百万円
上回りました。

預金利息は、個人預金が退職金や年金資金、賞与資金の受入などにより預金平残（譲渡性預金含
む）は増加しましたが、利回りが低下したことから前年同期を1億13百万円下回りました。

貸出金利息は、住宅ローンやアパートローンが引き続き好調に推移したことに加え、事業性貸出も
増加したことより貸出金平残は増加しましたが、貸出金利回りが低下したことから前年同期を61百
万円下回りました。

2,658

2,365

+138

+113

+5

+9

▲406

▲91

▲61

（単位：百万円）

29年３月期第１四半期実質業務純益

30年３月期第１四半期実質業務純益

預金利息の減少

役務利益の減少

貸出金利息の減少

その他

有価証券利息配当金の増加

293百万円
減少

（備考）外貨実質ベース。

国債等債券損益の減少

経費は、前年同期並みの推移となりました。

国債等債券損益（5勘定尻）は、国債等債券売却益が減少したことなどから、前年同期を4億6百万
円下回りました。

経費の減少

㈱琉球銀行（8399）平成30年３月期 第１四半期決算短信
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２．預金・貸出金等の状況

（1）預金（単体・末残および利回り）の推移

（2）預かり資産（単体・末残）の推移

12,898 12,898 13,170 13,467

5,827 5,789 5,861 5,791

2,033 1,391 1,442 1,612

20,759
20,078 20,474 20,871

0

5,000

10,000

15,000

20,000

28年6月末 28年9月末 29年3月末 29年6月末

（億円）

個人 法人 地公体等その他（公金・金融）

142 125 106 100

604 619 613 603

815 860 963 1,022

1,562
1,605 1,682 1,727

0

400

800

1,200

1,600

2,000

28年6月末 28年9月末 29年3月末 29年6月末

（億円）

国債 投資信託 一時払い保険

※「預かり資産」は国債、投資信託、一時払い保険の合計。

預金等（末残）は、個人預金が退職金や年金資金、賞与資金の受入などにより増加したことから
前年度末を397億円上回る2兆871億円となりました。
また、前年同期末比では、公金預金は減少したものの、個人預金が増加したことから112億円増加
となりました。

預金利回りは総預金に占める流動性預金の割合が増加したため、平成28年度下期より0.005ポイン
ト低下しました。

預かり資産は、個人向け国債の償還および株式投資信託の確定売りに伴う減少等があるものの、
一時払い保険の販売が好調に推移し、前年度末を45億円上回る1,727億円となりました。

※譲渡性預金含む。

0.070%

0.057%
0.052%

0.000%

0.020%

0.040%

0.060%

0.080%

0.100%

28年度上期 28年度下期 29年度第1Ｑ

※外貨実質ベース。
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（3）貸出金（単体・末残および利回り）の推移

（4）時価のある有価証券の評価差額（連結）の推移

                                     ※「その他目的」で時価のある有価証券の評価差額。

7,648 8,013 8,102

5,777 6,005 6,113 5,906

7,519

1,157 1,100
1,173 1,255

14,454 14,755 15,300 15,265

0

5,000

10,000

15,000

28年6月末 28年9月末 29年3月末 29年6月末

（億円） 個人 法人 地公体等その他（地公体・公社）

1.745%

1.833%

1.746%

1.500%

1.600%

1.700%

1.800%

1.900%

2.000%

28年度上期 28年度下期 29年度第1Ｑ

貸出金（末残）は、個人向け貸出が住宅ローンやアパートローンが堅調に推移したが、法人向け
貸出が工事運転資金貸出の減少等例年の季節的な要因により減少し、前年度末を35億円下回る1兆
5,265億円となりました。
前年同期末比では、個人、法人向け貸出が好調に推移したことから810億円の増加となりました。

貸出金利回りは、他金融機関との競合等により、平成28年度下期比0.001ポイント低下しました。

-2
-7

13
87

12
22

26

43

28
26

69

-20

0

20

40

60

80

28年3月末 29年3月末 29年6月末

その他 株式 債券 評価差額合計
（億円）

有価証券の評価差額は、金利上昇により債券の評価益は減少したが、その他の有価証券を売却
したことによる評価損の減少があり、全体では2億円の増加となりました。
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（5）金融再生法開示債権（単体）の推移

（6）自己資本比率（単体）の推移

37 38

189 190 201

87 75 63

31

2.09% 1.97%1.97%

308 303 302

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

28年3月末 29年3月末 29年6月末

（億円）

-2%

-1%

0%

1%

2%

3%

要管理債権 危険債権

破産更生等債権 開示債権比率

金融再生法開示債権額（単体）は、危険債権と要管理債権が増加した一方で、破産更生等債
権が減少したことから前年度末を1億円下回る302億円となりました。
金融再生法開示債権比率（単体）は、前年度末同様1.97％となりました。

8.75% 8.42% 8.63%

7%

8%

9%

10%

11%

12%

28年3月末 29年3月末 29年6月末

自己資本比率は、貸出金の減少等によりリスクアセットが減少した一方、利益の積み
上げ等により自己資本が増加したため、単体では前年度末比0.21ポイント、連結では
前年度末比0.22ポイント上昇しました。
平成29年9月末は、単体は8.4％程度、連結は9.2％程度をそれぞれ予想しています。
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＜参考＞

預金・貸出金等の状況【数値編】

（1）預金【単体】　 (単位:億円)

※譲渡性預金含む

（2）預かり資産【単体】 (単位:億円)

（3）貸出金【単体】 (単位:億円)

（4）時価のある有価証券の評価差額【連結】 (単位:億円)

その他有価証券 3,606   28      3,888   69      3,815   26      

 株  式 26      8       49      13      25      7       

 債  券 2,420   22      3,130   46      2,525   26      

 そ  の  他 1,159   △2     708     8       1,271   △7     

(注)１．｢評価差額｣及び｢含み損益｣は、基準日時点の帳簿価額(償却原価法適用後、減損処理後)と時価との差額を計上しております。

　　２．満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。なお、時価のある子会社、関連会社株式は該当ありません。

(単位:億円)

348     9       338     19      356     10      満期保有目的の債券

平成29年3月末

帳簿価額 含み損益

平成29年6月末 平成28年6月末

帳簿価額 含み損益 帳簿価額 含み損益

平成29年3月末

時価 評価差額 時価 評価差額 時価 評価差額

平成29年6月末

 うち個人預金

平成28年6月末

平成29年3月末

106                

613                

963                

20,582             20,296             20,798             

平成29年6月末

20,871             

13,467             

平成29年3月末

20,474             

13,170             

平成28年6月末

20,759             

12,898             

平成29年6月末

100                

603                

1,022              

平成28年6月末

142                

604                

815                

1,682              

貸 出 金(末 残)

平成29年3月末

15,300             

1,727              合　　　計 1,562              

一 時 払い 保 険

貸 出 金(平 残)

うち住宅ローン

 預 金(末 残)  

 預 金(平 残) 

国　　　  　債

投  資  信  託

4,537              

14,691             

平成29年6月末

15,265             

4,615              

15,145             

平成28年6月末

14,454             

4,302              

14,241             

㈱琉球銀行（8399）平成30年３月期 第１四半期決算短信

12



（5）｢金融再生法ベースのカテゴリーによる開示｣【単体・連結】　(単位:億円)

【単体】

平成29年6月末 平成28年6月末 平成29年3月末

破産更生債権及びこ
れらに準ずる債権

63             87             75              

危 険 債 権 201            182            190             

要 管 理 債 権 38             34             37              

合 計 302            305            303             

開 示 債 権 比 率 1.97% 2.09% 1.97%

【連結】　

平成29年6月末 平成28年6月末 平成29年3月末

破産更生債権及びこ
れらに準ずる債権

86             113            98              

危 険 債 権 202            184            192             

要 管 理 債 権 42             40             41              

合 計 332            337            332             

開 示 債 権 比 率 2.11% 2.26% 2.11%

（6）自己資本比率(国内基準)【単体・連結】
平成29年6月末 平成29年3月末

実績 実績

 単体自己資本比率 8.63% 8.4％程度 8.42%

 連結自己資本比率 9.44% 9.2％程度 9.22%

（注）上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。

平成29年9月末
予想値
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